このたびは本品をお買いあげいたださましてまことにありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書•工事説明書」をよく読んで、正しく 
使用してください。 

この「取扱説明書-工事説明劃は、保証書と共に必ず保管してください。 
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取扱編 


1 安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損善の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


A を険 ( danger ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死こ、重傷を負5危険、または火災の危険び差し迫 
って生じることび想定される内容を示しています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
死じ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想 
定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される內 
容を示していまず。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


►説明文中の r お願い」 事頃は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための巧容び記載されています< 


么危険 （DANGER 

y 

味瑕を厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 

少量の混入でを、火災の原因にな D ます。 ^0 

f% (§) 

ミ两呵 ガソリン禁止 


if 


0 ® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく内容です。 

o c 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


么警告 （ WARNING) 


1★煙突外り危険 I 

煙突びがれたまま使用しないでください。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険でず。 


1 




m 


0 

禁止 


I * 煙寒强そふ魯图 

煙突びつまったり、みごがれたままで使用しないでください。 
閉そくしていると達転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 



0 

禁止 


お使いになる前に 








安全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


★巧類の乾燥厳禁 


あ類などの乾燥には使用しないでくださし、。 

衣類び落下して火びつを、火災の原因にな0ます。 


★スプレー吿厳禁 I 


スプレーなやカセツトこんろ用ボンベなどをス I -ーブの上や前 
に(周翻に)放置しないで < ださい。 

熱でおの圧力が上がり、爆発して危険でず。 




意 （ CAUTION) 


I ★カーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないで<ださ 
い。毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

火災が発生するおそれびありまず。 

可燃物との離隔距離については工事編の据付け例 (23 ぺージ)を 
参照してください。 


I ★給油時消乂1 

給油は、がず消火してか5おこなって<ださい。 
火災のおそれびあります。 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異萬を感じたときは、使用しないでくだごい。 
異常燃焼のおそれがあ0まず。 


L 古宣湿部携触禁止 1 

燃焼中や消火直後は、高温部、煙突、着火防止ガード、ガーに 
燃焼筒、燃焼筒みたなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 

I 女指や異物 を入れない I 

空気取入□や着火防止ガードやガードの中に、指や異物を入れ 
たりしないで < ださい。 

けびや火災のおそれがあります。 



0 



(§) 

接触禁止 

0 












意に AUTION) 


★腰をかけ たり物をの せな I リ 

ストーブの上にのったり、腰をかけた D しないでください。ス 
トーブの故障や、やけどのおそれびあります。ス I -ーブの上に花 
びんや、水を入れたをのなどを置かないで<ださい。水びかか 
ると漏電や故障のおそれがあります。 


0 


でかんのせ禁止 I 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれび 
扳〇ます。 

「去巧癖修 I 重の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 


み親1梗ちあ禁旧 

改造して使用しないで < ださい。 

また、煙突には床暖房用の熱交換器などを取0付けないで < ださい。 
火災や排ガスび室内に漏れる原因となり、危険です。 

み-換豪扇厮禁正 

ストーブを使用している時は室内で換気扇を使用しないでください。 
異常燃焼や、立消えして爆発燃焼ずるおそれびあります。 

また、換気口、給気口は常に確保し、物などでふごがないでく 
ださい。 

I 源:]ードを傷めなし 1 

電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり束ねたり、物をの 
せた0加工しないで<ださい。また、電源プラグを抜<とさは、 
コードを持って引さ抜かないで < ださい。 

電源コードび破損し火がや感電の原因になりまず。 


み電源ブラタ雨 IS を童 L 込巧 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
火災の原因になります。 

めれた手での巧さ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



§ 

分解禁止 


0 

禁止 

0 

使巧禁止 

0 








安全のために必ずお守りください 


A 注意 (CAUTION) 

★長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

C 

電源プラグを巧< 

長期間使用しないとをは、電源プラグをコンセントから振いて 
ください。 

火災やそ想しない事故の原因になります。 


I ★電源プラグのお手入れをずる I 

とをどを電源プラグを扳さ、ほこり（及び金属物)を除去してく 
ださし、。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶緑不良になり）火災の原 
因にな0ます。 


〇 

指示 


I ★高地（標高1，日 00 m む上）使用禁止 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

標高1,0日日〜1,日日0 m では再調整げ必要ですので、販売店へお 
問い合わせ < ださい。 


0 

使用禁止 


I ★可燃性ガス使用禁止 I 

ストープを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの(ガ 
ソ U ン、ベンジン、シンナー)、スプレーを f を用しないでくだ 
さい。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


みぉ子様やお年寄り_の写使用にま意 1 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる塌合は、 
やけどなどについて、周囲の人が充分に注意してください。 


A 

ま意 



I 幸！):了油を廃棄 I 

•灯油の廃棄処分は、'灯油をお買いまめになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


I 去効果的に使用 するため に 

♦なるべく部屋の中央に置いていただをまずと、対流効果によってお部屋の温度のムラびかなくなり、 
効果的な暖房びでをます。 


4 








部のなまス 


Qmm) 

着义防止ガード 燃焼筒ふた 



〇購造図） 

着乂防止ガード 燃焼筒ふた 



お使いになる1刖に 


水平器 
スト レーナ 















































使う前の準備 


_ 燃料について 

® 燃料は、灯油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 


I ★力‘ソ リン厳禁1 

A ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 

ム^ / U X 使用しないでください。 

少量のミ昆入でち、火災の原因になります。 



♦ガソ U ン、シンナーおよびこれ5び混入した灯 
油、変質灯油、巧れた打油、がやごみの混じつ 
ている巧油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

•灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で'灯油専巧容器を使って保 
管してください。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のないところでおこなってくだごい) 


〇な油 X ガソリン 



濡れたままです。_ずぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


A 三す胃 給油は、必ず消火して、ス I ブの遍度び充分に下びってからおこなってください。 

胃 ； A ； がの願になります。 


油タンクをはずさないで給油ずる場合 


1油タンクに給油してください。 

I ♦油タンクの給油□ふたをはずし、な油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なが5給油してください。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取り去らないでください。 


2給油の隙にこぼれたな油をふをとってください。 



給油□ふたを必ず元通りに閉めてください。 


















油タンクをストーブか5取りはずして給油ずる場を 


油タンクの r バルブつまみ」 を r 全閉」 にしてください。 


3 



油タンクをはずさないで給油する場合 


6ぺージ 
油タンクに給油してください。 


を参照して 


5 


油タンクの取手を持って、油タンクの下面を案内にして、側面 
のひっかけをストーブの固定用ボードに掛けてください。 

-お願い- 


装着を必ず確かめてください。 


ホースを持って、 U ング(メス側-凹）を r バルブつまみ」 下側の 
リング(オス側-凸)に充分に押さえ込んでください。 

-お願い- 


カチッという音と装着を必ず確かめてくださし、。 



燃料切れのを意 


♦燃焼中に巧油がなくなると消火しますが、点乂ヒーターと燃焼用送風機は通電していますので、「油 量 
調節つまみ J を「山の位置に戻してください。 

•再運転する場合は、ス1 -ー ブの温度び充分に下びってから 油 タンクに給油してくださし給油するとき 
は、必ず r 油 量 調節つまみ」 を r 止 J の位置に戻してからおこなってください。 


お使いになる前に 
















使ラ前の準備 


I _ 点义前の準備と確認 _ 

油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路から油漏れびないかど5か確認して<ださい。 

万一、油漏れしている場含は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店.営業所に 
ご相談 < ださい。 

煙突接続の確認 

♦煙突が正しく接続されているか確認してください。はずれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 

•煙突が雪やル鳥の巣などでふさびれていないか確認してください。 

- — — - . -- . —,- .. — 

ストーブ周辺の確認 

♦ス I ブの周辺および煙突の周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


巧震自動消火装置のセット 

♦「セットレバー」 を軽く r カチン」 と音びするまで押し下げます。 

(対震自動消火装置びセットされます。） 

♦セットは軽くでをますので、セットレバーを乱暴に扱わないでくださ 

い。 

♦巧震自動消火装置をセットしないと点火でさません。 

着乂防止ガードの取付けの確認 

♦着乂防止ガードび取り付けてあるか確かめてください。（巧ページ参照） 

燃焼用送風機のダンパ位置の確認 ( HS - R 1 目 T のみ） 

♦ダンパ位置が 「 A 」 の位置でしっかりと固定されていることを確認してくだ 
さい。 

•ネジびゆるいときや、 「 A 」 の位置からズレている時は、 「 A 」 の位置でネジ 
をしっかりと締めて固定してください。 






使用方法 


点义 


0 油タンクの 「バルブつまみ」 を r 全開 J にします。 


(2) 「リセ ッ トレバー」 を上下に 1 〜 2 回動かし、カチンと音びするまで 
押し下げます。 

♦点乂ずるたびにセットずるが要はありまはんが、シーズン巧め、 
本が設置場所の変更または巧漂自動消乂装置が作動したあと、再 
運転するとをは、リセットレバーをもう一度、巧し直してくださ 
し、。 

(3) 「対讓自動消乂装置」 びセットしてあることを確かゆます。セットし 
てなければ 「セツトレバー」 を巧し下げてセツトしてくださし、。 


(4) r 油量調節つまみ」 を目盛！〜日の任意の位置にしまず。 

このとき r 運転ランプ」 び r 点灯」 します。 

♦約1分〜2分で着火しまず。 

着火犧約1日分間く 5いは、油量調節つまみの位置に関係なく弱燃 
焼します。 

•初めて運転ずるときは、ポットにロミ由が流れ出るまでに時間がか 
かり、着义が遅れることがあります。 

♦着乂不良で点火操作を何回ち繰り返したりずると、ポット内に灯 
油がたまってしまいます。その場合は、ポット內の灯油を古い巧 
走れで吸い取ってか5点火してください。 

(りぺージの gag お!现お棚巧巧 ah 泣参照） 




お使いになる前に 


使いかた 








使用方法 


_ 火力調節 _ 

♦乂力調節は、 「油 量 調節つまみ」 を目盛1(最ル)から日（最大)の間で自由に調節してください。 


油量調節つまみの各位置における燃料消費量 


油量調節つまみの目盛 

6 

己 

4 

3 

2 

1 

燃料消費量 

( L / h ) 

2.387 

2.091 

1.795 

1.498 

1.202 

0.906 

暖房出力 

( kW ) 

15.8 


10.96 

8.78 

日.74 

4.8 己 

熱効率 

(%) 



59.4 

56.9 

54.5 

52.0 

ドラフ M 直 

CmmH 己 日） 


-0.6 

-0.4 


消乂 



r 油 量 調節つまみ」 を r 止」 の位置にします。 


2「リセ ツ トレパー」 をカチンと音びずるまで巧し上げまず。 


0 油タンクの r バルブつまみ J を r 全開」 にします。 

4 「運転ランプ」 は消火してか5しばらく経過すると、自動的に r 消な」 
します。このとをコチンと音びします。 


-お願い- 

♦短時間、長時間にかかわ5ず、ストーブの消火は政上の通り実施 
して < ださい。 

電源プラグをコンセントから抜き取ったり、ストーブをゆずって 
火を消したりしないでください。 

♦「燃焼用送風機」が止まるまで、電源プラグを巧かないでください。 

女長期間題守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから振い 
てください。 

★が出するとさは、必ず消火してください。 












消义後再点乂ずるときの注意 


消乂してか5、またすぐ点火する場合は、ス I -ーブの温度び充分に下びるまで待って点乂してください。 


使用上のを 



★ご使苗中に、においびしたり目びしみる場合は、煙突や燃 
焼筒からを排ガスび漏れていることび考え6れ危険です。 
使用するのをやめてお買いまめの販売店にご相談<ださい。 

★長期間使用しない場合や、使巧期間び終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いて < ださし、。 

ほこりや巧れびついて発火することびあ0まず。 


★ス I -ープを使用ずるとをは、ぶ、ず着火防止ガードを取0付 
けてか5使用してください。（巧ページ参照） 

取り付けないと、地震などによりストーブに可燃物が落下 
したとさ、火災のおそれびあります。 


C 


一-^ 賴プラグを 

、呈ミ居フラグ 抜 


、つンセント 



〇 


ポット内にな油びたまった場合 j 


♦点火操作をして着义ミスをしたりずると、ポット内にな袖がたまってしまいます。そのまま点火ずると、 
炎が大きくなり異常燃焼します。 


参点乂操作をしないで、ポット內のな油をちい布されで吸い取ってください。 


♦万一、口油びたまったことに気付かず点火したとさは、油タンクのバルブつまみを r 全閉」にし、たまっ 
た： n 油が燃えつさるまで待ってください。巧油が燃えつさてか5、油量調節つまみを r 止」の位置にして 
<ださし、。 

このとき、電源プラグをコンセントか6振かないでください。 


id 


























安全装置 


♦をを装置が作動ずるのは何5かの異常があるときですか5、下記の姐置をしてち正常にな6ないと 
きは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


巧を装置 

はた5定 

処 置 

巧震自動消义装置 

♦運乾中にス1-ーブ本体び地震(震度約日し U 上）， 
や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの1 
危険を防ぐために、ストッパーび作動してセ 
ットレバーび戻り、油量調節器と連動してい 
る機構によって、灯油の流れを止めて消乂し 
ます。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油漏れ、煙突のはずれなど異 
常びないことを確認してか5、 
8ページ巧震自動消乂装置 
のセットの項にしたびって、 
セットレバーを軽くカチンと 
音びずるまで巧し下げてか6 
再点乂して < ださい。 

停電安全装置 

♦運転中に停電や電源プラグを掠<などして電 
源び切れたとさは、自動的にル流量の自然通 

1 気燃焼になりまず。 

1 ♦自然通気燃焼をするときは、煙巧4本（長さ 
約 4 m ) し: LL の立ち上びりに相当ずる通気力 
( ドラフト約一 2.日 mmHsO ) び必要です。 

(27 ぺージ参照） 

★ス1''ーブを使用中に停電した 
とき、煙突の設置のしかたに 
よって燃焼でをる力が違いま 
ずので、ちし、のぞさ窓びす 
ずで<をるよラでおれば、ず 
ぐ消火方法にしたびって消火 
して < ださい。 


— お願い 

必ずストーブを消火し、本体 
温度び充分下びってからおこ 
なって < ださい。 


公 



日常の点検-手入れ 

点検-手入れのとをのま意 

★点検-手入れをおこなラとさは、ストーブを消火し、よここミを必ず電源プラグ 
を抜いておこなって < ださい。 

★ガードをはずす時など必ず手袋をはめておこなって<ださい。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


I ★周囲のが態 i 

•ストーブの周圃は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいをのを置かないよラにして<ださい。 

•ストーブはいつを清潔に掃隙して < ださい。巧 
れたままのご使用は危険のちとですし、ス I 
ブのいたみを早めます。 


I ★ほこり I 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった属れ雑巾などでみを取 
って< ださい。 

I ★臭気 • ずず 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、煙突か6す 
すび出ていないか確認して < ださい。 

異常があれば販売店に連絡してください。 



★工^—フィルタニ 
★送風機フアンのほこり 


ストーブ背面の燃焼用送風機のエアーフイルター 
を電気掃除機などで掃除してください。また、燃 
焼用送風機カバーや燃焼用送風機フアンにほこり 
がつまったときは、ブラシや掃除機などで取り除 
いて < ださい。 

♦ファンを変形させないよラにミ主意してください。 
•誤ってダンパ位置をずらしてしまった励ま 「 A 」 
の位置でしっかりとネジで固定してください。 
CHS - FM 6 T のみ） 


L * 油漏れ、油のたまり、油のにじが 

•送油経路ゃス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
ときこぼれた灯油はよくふをとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してか6点火操作をしてください。 

送油ホース 

♦送油ホースか5油漏れびないか点検し、亀裂な 
どびあれば交換してください。 

み瘤—割 

•外気温び低い蠕合、煙突内の排ガスの水分び結 
露しがす<な0、結露水び凍結して煙突をみさ 
ざ、不完全燃焼ゃ排ガスが室内に漏れる原因と 
な0危険です。 

日常点検してください。 

达夕ぞ童窓] 

のぞさ窓にずすによる巧れなどびあれば、軽く掃除 

して < ださい。 


使いかた 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


ぶ 









i 泪常の点検-手入れ 

い 


:3箇巧に1回於上^ 



♦給油ロ フィ ルターびごみやほこりで目づまりし ♦油タンクにかやごみびたまっているようでした 

ますと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま ら、給油□フィルターをいったん取りはずし、 

す。給油 □フィ ルターを取出して、付着したご 給油口から市販の給油ポンプを油タンク巧に差 

みやほこりを取り除いてください。 し化み、水やごみなどを吸い出してください。 

1寺 電漏ブミタ^コンセント 

•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原因になる 
ことがあります。 3箇月に]〜2回電源プラグをコンセントから振い 
て、付着したほこ0や巧れを取り除いて<ださい。 

み通量調節器タスレこす 

♦油量調節器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納(シーズンオフ)のとさ、次のよラに'灯油 
で洗浄して < ださい。 

①油タンクのバルブを閉める。 

③リセツトレバーをカチンと音びずるまで押し上げる。 

(D 油窒調節器のストレーナの掃除□に容器をあてびっておを、2本のねじをはずして、ストレーナを姑 
さだす。 

® ストレーナを灯油で洗浄ずる。 

⑥ ストレーナををとどお0に取り付け、こぼれたな油をふきとる。 

© U セツトレバーをカチンと音びするまで押し下げる。 

⑦ 油タンクのバルブを開く。 

通油漏れびあるかないかを点検する。 


J シーズンに1回]; Lb ^ 


古おタゴ 

♦点火ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、ずをまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 

由挂留 

♦煙突は約4箇月に]回程度の割合でいったん取 
りがし、排気流路部分のすすによるよごれなど 
を点検し、ほこりやずすびたくさんたまってい 
るとをは、軽く掃隙してください。 

か々ほこりやすすびたまっている程度では、掃 
除をおこなラが要はありません。 



♦ポットの部分に特にたくさんすすびたまってい 
るときは、燃焼 U ング(上)と燃焼 U ング(下)を 
取りはずし、軽く掃除してください。少々すす 
びたまっている程度では、掃陳をおこなラ必要 
がありません。このとを点乂ヒーターの点火し 
んを傷つけないよラに注意してください。 

去耐熱塗装の補腐 

♦熱交換器は耐熱塗装を施していますび、耐熱塗 
装膜び酸化してなくなる場合びあります。 

その場合は市販の耐熱塗料のスプレーで、火気 
のない所で補修するとをれいにな0まず。 









地震などの災害が発生したときの点横について 


•地震などにより製品に振動、衝撃び加わつたときは、運おをずる前にがず巧の点検を実施してください。 


•機器の損傷の点検 •煙突回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

★点検で巽萬がみつかつたとをや、点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいびしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の I お客様相談窓□—覧 I に修理依頼をしてください。 


廢期点検 


定期点検の内容 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•油量調節器 ■ ストレーナの掃除 •油タンクの水振を 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-巧全装置のはた6を •操作部品-動く部品のはた5を 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

♦点火ヒーター、燃焼 U ング 

掃除' 点検 ■ 整備 

♦本体内部、燃焼巧送風機 ♦煙突の接続、つまり 



★長年ご使用のポット式ストーブの点検を! 


点検内容 


長期間ご使用になりますと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にま全 
にお使しルがだくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、刻ま修 i 里資備〔刷） 
日本ち油燃焼機器保守協会 （ TEL 03- 34日 9-2 日2日）でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器巧術 
營理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。 


お手入れ•アフタ I ヴ I ビス 




























■ 



■ 



心 


•ス I -ーブを初めて据付けたとさや、攝巧を移動したとさ又は、ストレーナを洗浄したときなどは約巳 
日分経過しませんと油び出てをません。これは故障や異常ではありません。 


★この表切外にで具合があるときは、お買ホめの敵売店にご相談ください。 


故掉 • 旨を断チ 


故障.異常の見分けかたと処置方法 


点 

火 

し 

な 

い 

油 

び 

ポ 

、ツ 

卜 

の 

底 

に 

出 

て 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

6 

な 

い 




〇 

〇 

〇 



〇 

1 

1 

〇 

〇 

〇 



〇 






〇 




〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



使 

巧 

中 

に 

消 

义 

ず 

る 

処置ちま 

〇 

打油を入れて<ださい 


送油バルブつまみを 
全開にしてください 

〇 

U セツトレバーを 
カチンと音びするまで 
巧し下げて<ださい 


販売店または別紙の 
お客様相談窓口一覧に 
ご相談<ださい 


電源プラグを 
つンセントに 
差し込んでください 


水混入の'灯油を 
ずべて破いて<ださい 


販売店または別紙の 
お客様相談窓口一覧に 
ご相談ください 


販売店または別紙の 
お客様相談窓口一覧に 
ご相談ください . 


販売店または別紙の 
お客様相談窓口一覧に 
ご相談ください 


セツトレバーを 
カチンと音びするまで 
巧し下げて<ださい 


のぞき窓びくもる_〇 10 

黒煙重して燃える 〇 〇 〇 


油のにおいびする 


油ちれびある 


燃焼用送風機び回らない 


U セットレバ—が下びらない 


音をたてて燃える 











部品交換のしかた 



1★分解修理の禁止 

/ i \ 迂忌、 

、 

故障、破損したら使用しないでください。 

不完全な修理は、を険でず。 分 g 军禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、油量調節器、燃焼リング、点火ヒーターなどの交換部品 
が必要な場含は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交操の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品がを使用して万一故障や事 
故び発生した場合、当社は責任を負いかねまず。 


不完全な修理はを険です。修理をお受けになる場含は、財固法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う技術管理講習食修了者(石;’由機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


•ストーブを保管ずる場合は、13ページ曰常の点検•手入れの項を参照して、ストーブの手入れを 
してから保管してください。文いたんでいる箇所は修理をしてか6保誓してください。 

♦格納‘保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをストープ 
の上には重量物をのせたり、人び棄ったりしないよラ配慮してください。 


1 ストーブを長期間使用しないで保管するとをは、必ず電源プラグをコンセントか 5 おを、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

2 ストーブを懊用する季節が終り格納ずるとさは、油タンクの灯油を巿販の給油ポンプで全部巧さ取り、 
袖 量 調節器のストレーナーち取り出して灯油で洗浄してください。り 4 ぺージ参照） 

クス!-ーブや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤で;'ちれを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。謹装び変をしたり、危険です。 

4本化にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかけてください。 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 


附属品と r 取扱説明書-工事説明書」ち紛失しないよう同時に保管してください。 











型式の呼び 

HS - R 16 T 

油タンク容量 

: 20, 0 L 、 

释 類 

半密閉式石油ストーブ•ポット式- 

外形寸法 

高さ977誦、幅 745 mm 、 奥行48目 mm (置台を含む） 


強制通気形•自然対流お 

質 量 

43 k 吕 

点火方式 

電気点火 

識飄ぴ周沒! 

100 V 加/郎 Hz 

使用燃料 

打油 ( JIS 1 号） 

定欄寶動 

点火時の/卽 W •燃焼時 28/26 W 

燃焼状態 

最大 

最小 

煙突の呼び径 

10601111 

燃料消費量 

2.387 L/h (目盛目） 

0.90目 L/h (目盛 1) 

な A 化巧 

巧震自動消火装置 

発熱量 

88410 kJ/h 

33560 kJ/h 

夕至泉直 

停電安全装置 

熱効率 

64.3% 

52.0% 

1 阳屏 口 

置台 a 個)、 L 形煙突 (1 個） 

暖房出力 

15.8 kW 

4.85 kW 

内 、 J 構 口口 

着义防止ガード川固） 


表の熱効率は、煙突の通気力（ドラフト)び、最大燃焼時- O.SmmhbO、 最小燃焼時-日.411111 iHsO で、使用した場合です。 




送ミを経路図 


燃焼リング（上） 


燃焼 U ング（下） 



巧 巧 白動消义装 田と 連動の一部分 


油タンク 


18 










I 易 7 フタ ーサービス 


幅証に ついて I 

♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
巧容をご確認のラえ大切に保管してくだをい。 

女保証期間はお買い上ばの曰より1年間でず。 

[爆驾胃碍ずるとを j 

•故障■異常の見分けかたと処置方法 (1 目ページ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

①品名…半密閉式石油暖房機(半密閉式石油ストーブ） 

霞型式の呼び - HS - R 16 T 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただを 

Cf^ ^ 〇 

♦保証期間び過ぎているとをは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料.部品代，出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書-工事説明書および本体に表示されている禁止事頂-注意事項および通常使用に反し 
て使用された場含の故障、事故につをましては、な証いたしません。 


棉修里性部品について1 

★半密閉式 ( POT 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 

垢居される場含] 


♦このス I -ープは電源周波数如、郎 Hz とち同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますび、島地への転居、高地か6の転 
居は再調整が必要でずので別紙の I お客様相談窓 日こ覧1までご相談くださし、。 


A ま后、 

★分解修理の禁止1 


故障、破損した5使巧しないでください。 

の 


不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 

/ 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてねか6ない場合は、お買いホめの販売店、または、をよりの I お客様相談窓口 
(別紙参照)までお問い合わせ< ださい。 


近 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 









据付けについて 

据付け工事は販売店に依頼する 


•据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法をの基準びあります 。 I 工事 編 1 
の 巧をのために必ずお守りください をお読みになり、販売店又は据イ寸業者とよくご相談してくださ 
い。 

• I 標準 M 守け初 rj については 23 ページを参照してくださし、。 


据付け後の確認 


♦据付けび終りました!5、もう一度、 に 事編」の まをのために必ずお守りください をお読みになり、 
「工事編 1に記載されているとおり据え付け6れているかどラかを確認してください。 

試運乾 — 

•試運転は、販売店交は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 




目ページ I 給油 のしかた I 、8ぺージ [卓み前の準 i 鹿と確認 J に従って運転準備をしてください。 
電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。 


9巧震自動消火装置をセットしてくださし、。 

お 

H 9ページ 使巧方法 に従って運転してください。 



初期運転時の異常現象 

•開捆して始めて使用したとを、防錯油または謹装やほこりび乾燥したり焼けたりすることによって、 
ス I -ーブか!5約2日分間位、煙やにおいび出ることびありますび、ご使用には全く支障はありません。 



正常運転の目安 

♦正常運転時の炎は黄白色で、最大正常燃焼時のがの高さはほぼのぞき窓の高さであり、ポットの全 
周からほぼ均一な炎びたちあびつていて燃焼用空気巧か5炎び飛びはなれ（リフティング)ない状態 
び正萬運転の目まです。 


消火の手順 


参10ページ I 消乂 I に従って消乂をしてください。 

公 







工事編 


安全のために必ずお守りください 


♦ここに示したき項は、处警告、成ま意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った攝含に作業者び、またはその作業後の不具含 
によって使用看び死こ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想定されるの 
容を示していまず。 


この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合 
によって使巧者び傷蕾を負ラ可能性や物的損書の発生び想定される内容を示して 
います。 

江息 


♦イラスト（まんび）の横にある〇マークは r 禁山、〇マークは r 指尉、成マークは r ま意」を表していまず。 


4 


設置工事の前に、この工事編をよくお読みのうえ正しく据付けてください。 

なお、この取扱説明書•工事説明書は、工事終了後におずお客様にお渡しください。 


A 警告 


★据付けや移動は、販売店へ依頼または据付業者が 
—お写なつてください。 _ 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や火災の原因になります。 


〇 

指示 


★据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる巧術基準 
などの法令の基準を守っておこなってください。 


〇 

指示 


値內排気禁止 I 

屋内に排気ずると排ガスび室のに充満して危険です。 
必ず屋外に排気して < ださい。 



0 

禁止 


[★煙突を確実に接-漏1 


煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝擊などではずれたりすると運転中に排ガスび室内に漏れて危険です。 


〇 

指示 


据付け 










巧全のために必ずお守り < ださい 


/K ま意 


I ★次の場所には据付 けない 

★火災や予想しない事故の原因になります。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
•不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
♦燃焼にが要な空気を取り入れる空気取入口のない攝巧、又は換気のおこなえない場所 
♦付近に燃えやすいちのびある場所 
•階段、避難□などの付近で避難の支晴となる場所 
♦防火対策をしていないマントルピース巧 
•温室、飼育室など人のいない場所 

♦フ□ンガス、塩化水素ガスなどの八□ゲン系化合物のガスや溶剤を使用している、 

理■美容院、メッキ•塗装工場、電子部品組立エ墙、繊維関係工場 
協素ガス等の影醬により鐘び発生することびありますのでご使用はさけてください。 

♦塵やほこりの多い攝所 

燃焼用送風機のフアンにほこりびつまり、異常燃焼を起こずおそれびあります。 

★可燃物との距離を離ず 

女ストーブか6周囲の可燃物までの距離は図の 
よラにしてください。 

•ストーブの上に物び落下しない場所で使用し 
てください。落下物により火災び起さるおそ 
れがあ日ます。 

♦家具等か6は充分な距離を取ってください。 

(熱で変おや変色、白然発火ずることびありま 
す。） 

♦ストープは、ストーブに附属された置台の 上 
に据付けて < ださい。 



0 

使用禁止 


2 






♦小屋裏、天井裏などにある部分は、金属し U 外の不燃材料で防火上有 
効な被覆をおこなって < ださし、。 

•可燃性の壁、天井、小屋裏、天井裏などを貫通ずる部分及びその付 
近では、煙突の接続はしないでください。 



貨通する 
壁よ0厚 
いこと。 


I ★煙突の国定」 

•煙突は、風や振動などで倒れないよラに、すえ金具やすえ線などで 
固定してください。 


準据付け例） 


トツブ 



-お願い- 

♦煙突の先端か5水平距離1 m 
切巧に建物の軒がある場合は、 
その押か5郎 cml ^ LL 高くする 
こと。 

煙突の先端か51 m な巧に建 
物の開□部(窓など)がないこ 
と。 

♦(《）45則1け上の寸法は、煙突 
が本体か日 1.8 m を超える場 
合は15加切上とずる。 

♦煙突は、固定金具で 1.5 m 〜 

2 m 間隔で固定ずる。 


〇 

距離 


•煙突び可燃性の壁などを貫通ずる部分は、必ずめびね石を使用して 
<ださい。 


めびね石 


,lDcmW 上 


りとで条す 
ぶこの防照 
にるる予参 
区なおがを。 
地興び义例る 

\ _ i 


♦煙突は、 ] .日 m 〜 2 m おきに固定金具佈販品)で固定し、自重を支 
える部分は、支えまたは吊り金具で堅固に支持してください。 







安全のために必ずお守りください 



開こん 


開こんの際のミ主意 


1 包装箱から製品を傷つけないように取り出し、燃焼筒内部などに入っている捆包材などを取り除いて 
<ださい。 

2 燃焼1」ング(下)、燃焼 U ング(上)は正しい位置に装着しておいてください。 

(日ページ.各部のなまえの図を参照してください。） 

3 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたかねじのゆるみや、はずれなどびないかを調べてく 
ださい。 


附属品と取扱上のを意 


♦ L お煙突1個：煙突の取付けのとをに使用してください。 

♦置台1個：ストーブの置台として必ず使用して<ださい。 
•着火防止ガード：火災防止のために必ず取り付けてください。 


Ik 















据付け 


据付け場所の選定 


巧面 

♦ストーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃びなく、ストーブの重量に充分耐え、安定している 
ことび必要です。 

•ストーブは、水平になるよラに置いてください。ス I -ーブを水平に置をませんと、異常燃焼や対震 
自動消火装置の誤作動の原因になることびありまず。 



可燃物との距離 

♦ス i ブと可燃物との距離は。22ページ 白杨■とか距離を離す] の図を参照して、充分な距離 
をとつて < ださい。 



煙突の設置 

♦煙突は必ず屋がへ出してください。出さないとガス中毒事故を起こすことびありまず。 

♦煙突を設置ずるところと、ストーブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してください。 



落下物の危険のない場所 

♦ストーブに物品び落下する可能性びあるとさは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまたは 
落下の可能性のないように処置をしておいてください。 



コンセントの位置 

♦交流1日日ボルトの電気のコンセントが、どこにあるかということもよく考慮してください。歩行當 
が、電源コードをひっかけないようにしてください。 


暖房効果について 

♦ス I ''ーブの対流熱と放射熱で、暖房び最ち効果的にでさる場所を選んでください。 



燃焼用空気について 

♦ストーブを据え付ける場所には、下部換気□および上部換気□を設けてください。 

•ス I ''ーブは巧分に換気びでを、可燃性ガスが発生しない場所または、たまるおそれのない場所に据 
付けて < ださい。 


据付け方法 


部品の取巧け 


•このストーブは本体と同一個包で着乂防止ガードび入っていまずので 
それを取り出します。 

天板の上面にあけてある4箇所の巧に、この着乂防止ガードの2箇所 
の長い丸棒部先端をまず差し込みます。 

次に弾性を利用して他端を差し込んで、しっかり両方をおさえておい 
て < ださい。 

ストーブを使用するとさは、必ずこの着乂防止ガードを取り付けてか 
らご使用 < ださい。 










据付け 


置台の取付けと水平調節 


♦ r 置台」の上にス I ブを据えてか5、ス I -ーブ床面の4箇所の「調節 
剛」で、「が平器」を見なびらが平になるよラに調節してください。 
♦本体側面に ついている 水平器を上から見て、か平器のおちりび丸いマ 
—クの範囲内にあるときび水平です。 


電源コード 


♦電源コードは傷つけたり、束ねたり、無理に曲げたりしないでください。また足でひっかけた0、重量 
物び乗って破損しないよラにご配慮ください。火災の原因になります。 

♦ AC 1 加 V 電源を使用してください。10日 V な外の電源を使うと、電気部品び故障したり、発火すること 
びあります。コンセントは、雨や水のかからない場所に設置してください。またコンセントが傷んだ b 
差し込みがゆるいときは使用しないでください。感電-シヨート-発火の原因になりまず。 


煙突の取り付け 


•このストーブの煙突の呼び径(外径)は1日 6 mm です< 


•厳寒地区では、屋外の煙突巧結露水び凍結しふさびれることびありますので、充分にを意してください。 
1屋内の横引去は、できるだけ短くしてください。 （2 本政の） 

2 立上げ部の接続は、 T 巧びりを使用してください。さ5に、水掠を巧（ゆ6な上)をあけていただくと 
効果的でず。エルボの使用は絶対におやめください。 

〇屋外の横引きは設けないでください。 


煙突の横引を、立上がりの標準寸法 


0 ^ 


上り巧配 


単位 ： cm 


A 二30、 B 二1目日程度 

A 二30、日二16日、 C 二44日程度 〔 HS - R 12 T の場含〕 

0.4 

A 二3日、目二1目日、 C =23 日、 D =1 目0程度 

A 二30、巨二1目日、 C = 己70、 D =330 程度 

日.8 

A 二3日、目二1目日、0230、 D 二330程度 

1.4 

A 二30、巳二340程度 

1.9 

A =3 日、巨=已10程度 

2.4 




(ま)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意おし、この流動を誘起ずる圧力差を 
通気力（ドラフト）と言います。 




煙突内の結露水凍結防止について 


煙突の径 


〔水平器を上か5見た図〕 





















_ 煙突先端（トップ)の位置 

煙突トップは、屋根面から垂直距離酣 cmm 上離す。 

トップから水平距離] m 政内に隣接家屋などの軒がある場合は、さ 
5にそれより目日 cm 切上離す。 

窓などの開□部か S は] m な上離す。 

煙突トップの形状~~~ 



♦煙突の屋外のトツプ(先端)は H 形か、 AA 形を使用して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 


_ 可燃物との距離 

•煙突は木材など可燃物か5、次の距離をとってください。 

-煙突びストーブか51 .8 m 公内 . 45011が上 

-煙突びストーブか5 1.8 m こえる……1日 cmLU 上 


ドラフトレギュレーター（別 売品) 

♦燃焼をま定立せるために、トヨトミ$屯正ドラフトレギュレータを取付 
けて < ださい。 

強い風が日欠いたり、その他の原因でドラフトび強くなりすぎると、バ 
ーナー内部にすすがたまり、立ち消えの原因となることびあ0ます。 

♦熱効率と煙突の関係は、ほぼ次の表示のよラになります。 


通気力(ドラフト） 

( — lUdlHaO ) 

最大熱効率 
償） 

左の通気力 （ ドラフト)値にほぼ等しい 
煙突の長さと配置の例 （ cm ) 

0.8 

64.3 

A 二3日、 B 二1目日、 C 二230、 D =1 目日程度 A =30、 巨二1目0、0570、 D 二33日程度 

1.4 

62.5 

A 二3日、目=1卽、0230、 D 二33日程度 

1.9 

60.6 

A 二3日、日二34日程度 

2.4 

己日.7 

A 二30、 B 二日1日程度 


♦通気力 （ ドラフト）とは煙突を通しておこる排気熱ガスの流動を意味し、 
この流動を誘起する圧力差を通気力 （ ドラフト)といいます。 

•表の熱効率の測定は表示の図に示ず位置でありまずび、実隙には例え 
ば C 部の中間で室内と室外の境になれば、煙突から放射熱び引を続い 
て室内に出ますか5、熱効率は表の数値政上によくなります。 
♦ドラフトレ半ユレーターを A 部または己部に設ければ、通気力（ドラ 
フト）が強い場含は任意に弱めることびできまず。 













煙突の取り付け 


集合煙突利用の際の差し込みかた 


♦集含煙突を利巧するとをには、図のよラな差し込みかたをしてください。その隙、必ず設置方法などに 
ついて専門業着にご相談してください。 




_ 条例に関する事項 _ 

♦煙突の取り付けについては、各地区の火が予防条例に従ってください。 

_ 煙突の取付け図 

♦取り付け図は、巧ぺ-ジ r 標郵唐ィ守剛を参照してください。 

積雪地域での取付け位置 

•積雪地域では、煙突先端（トップ)び、積雪でふさびれないよラな位置に取り付けてください。 


試運転 

★ストーブの据付け工事が終わりました5、試運睹を使用者とご一緒に必ずおこなってください。 

使用若に運転方法はもちろんのこと、日常の点横•手入れのち法、定期点検、故障.異常時の処置方法、 
連絡先等をお教え願います。 

• 取扱編 I 2日ぺージ1 試運転」 に従って、運転準備、運転、消义の手順の試運転をおこなってください。 


廃棄するときの注意 

★ス I -ーブを廃妻するときは、必ずな油を抜いてください。 
リサイクルのま隨となります。 


命 













【無料修理規定】 

1. 取扱説日月書、本体貼附ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で、保証期 
間内に故障した場合には、お買上げの販売店または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰.す仏いを証明するを 
のをご提示のラえ、お買上げの販売店または当社にご依頼くださし、。 

3 . ご転居やご贈答品等で、本保証書に記入してあるお買上げの販売店に修理を 
依頼でをない場合は、当社までお問い合わせください。 

4 . 保証期間内でち、次の場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書-本体貼附ラベル等による注意事項に從わない誤った使用- 
設置工事、及び不当な修理や改造による故障や損傷。 

(□) お買上げ後の、器具の転倒、落下、衝撃等による故障や損傷。 

(八)火災、地震、水害、落雷、その他天が地変、異常電圧、公害その他環境 
要因による故障や損傷。 

(二)指定外の燃料、不純燃料の使用による故障及び損傷。 

(ホ)一般家庭巧政列(例えば、業務用の長時間使用、車輛.船舶への搭載)に 
使用された場合の故障や損傷。 

〔へ)部品の消耗による故障や損傷、部品交換及び六ンテナンスの費用。 

〔卜)本書にお買上げ年月日.お客様名.販売店あの記入のない場合、或いは 
字句を書さ替え5れた場合。通信販売等で購入され、それを罰明ずる商 
品の送り状-す f ム明細書の提示びない場合。 

(チ)修理のご依頼に際し本書のご提示びない場合。 

5 . 本書は日本国内においてのみ有効です。 

6. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に保管してください。 


修理メモ 


•この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束す 
るちのです。従ってこの保証書によって保証書を発行している者(保罰責任者)、 
及びそれ政外の事業ちに対する、お客様の法律上の権利を制限するちのではあ 
りませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場をは、お買上げ 
の販売店または当社までお問い合わせください。 

♦保証期間経過後の修理や補修用部品の保有期間について、詳しくは、取撫説明 
書 （ P 19) をご覧ください。 

※無料修理期間経過後の故障修理等につさましては、取扱説明書19ぺージ f 亦フ 
ターサービス の項目をご覧<ださし、。 














_ m m m mwm _ 

_ 卜3トミ _ 

_ 石油ストーブ無料修理保証書_ 

本書は、本書記載内容(裏面をご覧ください)により無料修理をおこなうことを 
お約束ずるちのです。 

お買上げの曰か6下記期間中に故障び発生した場をは、本書をご提示のラえ、 
お買上げの販売店に修理をご依頼ください。 


型 式 

HS - 

R 16 T 

保証対象部分 

無料修理保証期間 

部品代エ料など 

本 体 

1 年 

無 料 







ご住所 


電話番号 


: nmnmn 



販 

住所-店名 


売 



店 

電話 （ 

) — 


※印欄に記入びない、あるいは購入•支仏いを証明するをのびない場合は無効と 
なりますから、必ずご記入 • ご確認ください。 

株式会ネ ±1-31-= 

本社名古屋巿瑞穂区桃園町5番17号〒4日7-日批5 
TEL . 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 

•株式会社 1-3 ■-吉のま店営業所の住所電話番号は、別紙の1お客様相談窓口一覧表 I に記載してあります< 


は巧適巧境の一巧としてこのおの說巧 B はちを紙を巧巧していまず。 






















